
TOURISM ACTIVATION FORUM TOKYO 2024

観光まちづくり
アドバイザー派遣事業
（令和4年度募集事業）

各地域が持つ観光資源を活用した観光まちづくりを展開することができるよう、地域の要望に応じてアドバイザー

を派遣し、観光まちづくりの取組に関する指導・助言を行うことにより、地域活性化を図りさらなる観光振興を図

ることを目的とする。

01 派 遣 対 象事 業 者及び 対 象 地 域
地域で主体となって観光まちづくりに取り組んでいる又は取組を予定している団体及び今後観光まちづくり団
体を組織しようとする団体

0 2  派 遣の要 件
アドバイザー派遣時のみの一過性の活動ではなく、持続性のある活動を期待できる団体等であること。
なお、同一目的の派遣については、原則3年を派遣期間の上限とする。

03  アドバイザーの 役 割
観光まちづくり全般に関連した指導や助言

0 4  派 遣 回 数
原則10回以内（1団体当たり 最大40時間×派遣人数2名=80時間）

❶ アドバイザー派遣エントリーシート

❽ 謝礼支払

❹ 派遣依頼・委嘱

❷ アドバイザーについて協議・決定

❸ 派遣要請・実施計画書提出

❼ 実績報告

❼ 実績報告 ❻ 助言・提言

❺ スケジュール調整
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東 京都 観 光まちづくりアドバイザー人材バンク
当事業の概要はこちらから ➡ https://www.tokyo-adviser.jp/

目的及び 実 施 内容

事 業スキーム（令和4年度）
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● 派遣地域

観光まちづくりアドバイザー派 遣事 業

【
令
和
４
年
度
】

01

01

今後の
展開

1観光データの収集・調査・研究等の実施

八王子観光の現状について定期的な観光データの収
集・調査・研究等を行い、効率的な観光事業の展開を
検討する。

2観光地域経営づくりに向けた推進体制のあ
り方検討

市内の観光産業の回復及び活性化を図るため、観光
をテーマとしたまちおこしを切り口にして、地域との協
力体制を構築する。

成 　 果

❶観光データの調査手法の研究

今後も予算の縮小化が予想される中、なるべく費用を掛けな
いために、自力で活用できる観光資料のデータ収集・分析・取
り扱い等を学んだことで、調査費用の経費削減に繋がった。

❷自主財源の確保に向けた検討

自主財源を増やす事業を推進することも重要であるが、一方
において民業の圧迫にも繋がる可能性があるとの助言を受け、
双方のバランスを保つ大切さを認識できた。また、会費収入を
増やすため、今後、会員向けの特典サービスの充実に向けたブ

ラッシュアップの方向性が見出せた。さらに、ネット予約サイト
での販売では、ウェブサイトの見やすさや、商品等の独自性・ス
トーリー性など、市場調査をもとにした観光事業が必要である
ことを認識できた。

❸観光地域づくりに向けた中長期事業計画の検討

様々な観光データの収集によって競合他市の強みや自市の強
み、また弱みや課題等が見えてきたことで、観光戦略を策定す
るヒントとなり、データをもとにした中長期的な事業計画の方向
性の研究ができた。

実 施 内 容

■第1回　令和5年3月9日（木）
「八王子観光の現状や課題、今後の助言内容及び
スケジュールの調整」

八王子観光の現状や課題を説明後、市と本協会が毎年実施
する定期的な観光データの調査以外にも、過去に実施した八王
子市政世論調査や市政モニター調査など、八王子観光に関連
性のある調査データをできる限り収集することの大切さの助言
を得た。

■第2回　令和5年4月14日（金）
「他市における観光データの事例研究等」

なるべく経費を掛けずに観光データを収集する方法として、

Google Mapの口コミから改善点を見つけ出し、強み・弱みな
どの調査ができるとの助言を得た。また、観光看板やパンフレッ
トなどに二次元バーコードを記載し、アンケート調査の標本数
を増やす工夫の助言を得た。

■第3回　令和5年5月19日（金）
「観光戦略に役立つデータの収集方法」

八王子観光と近隣都市を比較したSWOTをもとに、強み×
機会、強み×脅威、弱み×機会の考察など、今後における競合
戦略の方向性について助言をいただく。また、Googleサーチ
コンソール、アナリティクス、バリューズを活用した自市の観光
情報の中身を調べることや、そのことで観光市場を俯瞰できる
方法をご教示いただいた。

現 状 ・ 課 題
本協会は、これまで中長期的な事業計画を策定しておらず、観光を取り巻く環境の変化を予測した中で、公の観光施設の管理運営、
八王子花火大会、高尾山もみじまつり、観光PR、誘致宣伝など観光事業を恒常的に行っているのが現状である。また、全体の予算収
入割合では、市からの補助金が約5割、受託収益が約3割、合わせると約8割となり、市補助による依存型の組織体制である。そこで、
持続的な運営資金の確保に向けた観光事業の見直しや、協会会員の拡大に向けた活動強化が課題となっている。本協会が主体的に
観光地域づくりに参画できる組織体制づくりを目指していくため、まずは戦略的な自己分析が必要と考える。そのために、観光戦略に
役立つデータ収集や分析を行い、持続可能な観光地域づくりに向けた「稼ぐ力」の強化と中長期事業計画の検討が求められている。

観光地域づくりへ主体的に参画するための
観光データの収集・分析方法について

公益社団法人 八王子観光コンベンション協会
公益社団法人 京都市観光協会　マーケティング課DMO企画・マーケティング専門官　堀江 卓矢
八王子市
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八王子観光コンベンション協会 令和5年度予算収入

市からの補助金 受託収益 利用料収益 事業収入 会費 受取負担金

市からの補助金 237,957,000
受託収益 141,000,000
利用料収益 33,000,000
事業収入 45,525,000
会費 8,000,000
受取負担金 8,108,000

掲載禁止

変更図

市からの補助金 受託収益 利用料収益 事業収入 会費 受取負担金

50.2% 29.8% 7.0% 9.6% 1.7% 1.7%

自立的・持続的な運営資金の確保が急務
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本協会が「稼ぐ力」に繋がる各事業の想定効果

■第4回　令和5年6月29日（木）
「観光データの分析方法」

本協会では「おでかけウォッチャー」を導入し、多くの観光客
で賑わう高尾山観光に訪れた観光人流を調査している。しかし、
その調査結果に関して、観光データの来訪地分析や発地分析
の読み解き方法がわからず活用できていなかったため、調査方
法に対する助言を得た。

■第5回　令和5年7月21日（金）
「データ分析から見えてきた観光計画の指標策定」

八王子を代表する八王子まつりや花火大会等の大型イベント
での参加者の信頼度や愛着などを調査できる方法について助
言を受けた。また、外国人観光客の調査では、アンケート用紙
やホームページによる調査方法の他にもなるべく経費を掛けず
に調査できる方法の助言を得た。

■第6回　令和5年8月31日（木）
「稼ぐ観光施策構築のプロセスについて」

地域DMO登録された他市の観光協会の収入状況の調査
データをもとに、本協会の財源確保に向けた「稼ぐ力」の方向
性をご相談し、会費収入を増やすための様々な事業手法や、
ネット予約の販売方法などといった事業収入を増やす施策案の
助言を得た。

■第7回　令和5年9月14日（木）
「観光計画策定に向けた方向性について」

本協会と市、観光行政側と民間事業者との役割分担を行うこ
とで、観光データの調査の際に、重複による無駄を防げること
がわかった。一方で、観光事業を展開していく場合ではパイの
奪い合いが起きないよう、観光計画策定に向けた検討会では互
いの立場を理解した上で調整していく必要を感じた。

八王子未来デザイン2040（基本構想・基本計画）

産業イノベーションプラン

産業振興の分野計画

MICEプロモーション

連動

八王子観光コンベンション協会

MICEプロモーション

持続可能な高尾観光まちづくり計画

第１期八王子市中心市街地活性化基本計画

農業振興計画

観光関連計画

多文化共生推進プラン

八王子市文化芸術ビジョン

連動
≪観光アクションプランの必要性≫
本市の観光を代表する高尾山は、ミシュラン・グリーンガイ
ド・ジャポンで三ツ星を獲得したところから、全国から注目
を浴びる観光登山の名所となりました。しかし、市全体の
観光では市外へ向けて魅力の発信を強化しなければなり
ません。効果的に観光事業を推進していくため、市と協会
が連携し合いながら、観光産業事業者等と一緒に協力し
合い、新たな観光地域づくりに向けた具体的なアクション
プランの策定の検討が必要です。

➤観光のアクションプランが少ない

産業イノベーションプラン

「観光」をテーマとした地域主導型観光による
観光計画のイメージ

課 　 　 題

❶財源確保に向けた組織化

公益事業と自主事業の平準化のあり方を検討し、魅力的な観
光事業を実施していくための財源確保に向けた組織を構築する。

❷地域一体となった「稼ぐ力」のあり方検討

八王子観光の現状について定期的なマーケティング調査を行
い、「稼ぐ力」のある具体的な事業展開を地域一体となって検討
する必要がある。

❸市と協会との協力連携の強化

市からの継続的な財政援助及び人員配置の補助を今後どの
ように継続的に連携していくかが重要である。そこで、本協会
の組織体制のあり方を再検証し、観光地域経営づくりを担う組
織化に向けた方向性等について市と共に協議していきたい。

❹協会会員数の拡大と連携関係

自立化に向けた組織強化の一つでもある会員数の拡大では、
加入することによる特典サービスの工夫や、会員同士の結び付
けなどといった組織一体となった連携関係の構築が必要である。
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八王子観光コンベンション協会 令和5年度予算収入

市からの補助金 受託収益 利用料収益 事業収入 会費 受取負担金

市からの補助金 237,957,000
受託収益 141,000,000
利用料収益 33,000,000
事業収入 45,525,000
会費 8,000,000
受取負担金 8,108,000
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変更図
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本協会が「稼ぐ力」に繋がる各事業の想定効果

（単位：円）
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観光まちづくりアドバイザー派 遣事 業
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02

02

今後の
展開

1令和5年11月のお披露目会及び11月18、19日に開催される東京観光財団主催の「TOKYO周穫祭2023」への出店販
売を皮切りに、さまざまなイベント等に参加して積極的に売り込んでいく。
2発売後の消費者の声に耳を傾け、改善すべきところはチームメンバーで話し合いながら策を講じていく。

課 　 　 題
❶令和5年9月をもってアドバイザー派遣は終了したが、10月時点においてまだ食品検査とパッケージ製作が残っている。チームメンバー
一丸となってクリアしなければならない。

実 施 内 容

■第1回　令和5年3月20日（月）
「商品コンセプトの共有」リアル開催

•	市内和菓子製造販売事業者を視察するとともに、市内の地
域資源、商品のコンセプト、顧客ターゲットについてアドバイ
ザーと共有した。

•	賞味期限を延ばす手法について、シーラー機械の購入など複
数の選択肢の提案を受けた。

■第2回　令和5年4月28日（金）
「ゼリー系製品を製作するうえでの課題の共有」
リアル開催

•	和菓子製造販売事業者にゼリー系製品の試作をしてもらい、
チームメンバー及びアドバイザーで初の試食会を行った。

•	「ゼリー製品の保存性を高める考え方」「バタフライピーを使っ
た餡子と2層ゼリーの懸念される問題点」について説明を受
けた。

■第3回　令和5年6月26日（月）
「殺菌方法、賞味期限検査及びパッケージについて」
リアル開催

•	メンバー及びアドバイザーでともに試作を行い、試食会を行っ
た。

•	賞味期限を延ばす方法について、シーラー機械は予算面を
考慮し導入を断念した。代わりに、ゴム容器に餡子（1層）と
ゼリー（2層）を充填し、低温殺菌する手法が有力となった。

•	賞味期限を含む食品検査を実施している機関の紹介を受け
るとともに、他の観光協会等が作成しているパッケージの好
事例について説明を受けた。

みたか都市観光協会設立15周年を記念した
オリジナル商品の開発

特定非営利活動法人 みたか都市観光協会
まちづくりラボ・サルベージ株式会社　大迫 道治
三鷹市

成 　 果

❶品質・衛生管理における理解向上

観光協会として食品開発はまったく初めての経験だったため、
わからないことばかりであったが、賞味期限を延ばす方法、殺
菌方法、食品検査における重要なポイントなどについてわかり
やすい説明を受けたことにより、何が問題であり、何をしなけ
ればならないかを理解することができた。

❷パッケージを含む商品の見せ方の工夫

パッケージによって売り上げが大きく変わる事例を紹介しても
らうとともに、チームメンバーと一緒になって議論に参加してい
ただいたことにより、チームとしての意見交換が活発になり、「三
鷹らしさ」を前面に出し、かつ売れる商品について研究すること
ができた。

現 状 ・ 課 題
NPO法人設立15周年記念として、みたか都市観光協会によ
る三鷹のお土産品開発に着手した。商品開発に当たっては、三
鷹産バタフライピー（※）等の地域資源を活用するとともに、令和
4年10月に三鷹市で開催された「星空の街・あおぞらの街」全
国大会のレガシーをテーマに、「天文台があるまち三鷹」をイメー
ジした商品となるよう工夫したいと考えた。
（※）	 マメ科の植物で、花の抽出液は鮮やかな青色をしており、染料として

使用される。

令和4年12月、観光協会、市内農家（バタフライピー生産者）、
市内和菓子製造販売事業者、管理栄養士、三鷹市（産業振興
部署）の5者で開発チーム「これぞ三鷹の逸品！ 新商品開発プ
ロジェクト」 を立ち上げた。
コンセプトに沿った商品の作り方、品質・衛生管理、お土産
品や贈答品として広く市内外の消費者に興味を持ってもらえるよ
うなパッケージデザインなどを研究する必要があることから、ア
ドバイザー派遣を依頼した。

■第4回　令和5年7月24日（月）
「低温殺菌に耐えうる商品及びパッケージについて」
リアル開催

•	前回のミーティング後、試作品を低温殺菌したところ、1層部
分（餡子）が溶解してしまった。これを改善すべく、原材料を
変えながら試作を重ね、低温殺菌に耐えうる製品の試食会
を行った。

•	コンセプトに沿って「ほしぞら」「あおぞら」に見立てた球体の
2つの商品をセットで販売することとし、三鷹産ブルーベリー
を使用することも決定した。また、それに合わせたパッケー
ジについて議論した。

■第5回　令和5年8月28日（月）
「バタフライピー見学会及び商品名の決定」
リアル開催

•	市内の森屋農園を視察し、原材料となるバタフライピーを視
察、摘み取りを行った。

•	視察後、ミーティングを行い、商品名を「みたか宙球（そらだ
ま）ゼリー」に決定した。（ミーティング後、「みたか宙球（そら
だま）ゼリィ」に変更した。）

•	パッケージは市内のデザイナーに依頼し、チームにも参加して
もらうこととなった。

■第6回　令和5年9月11日（月）
「ロゴ及びパッケージデザインについて」オンライ
ン開催

•	デザイナーから、ロゴ及びパッケージデザインのラフ案の提
示を受けて、メンバー及びアドバイザーで議論した。「天文台
があるまち三鷹」「ほしぞら」「あおぞら」をイメージできるデ
ザインだったので、ラフ案をベースに詳細を詰めていくことと
なった。

●バタフライピー

●ほしぞら ●あおぞら ●みたか宙球ゼリィ
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TOURISM ACTIVATION FORUM TOKYO 2024
● 団体名
● 派遣アドバイザー
● 派遣地域

観光まちづくりアドバイザー派 遣事 業

【
令
和
４
年
度
】

03

03

今後の
展開

1定款の作成に向けたアドバイザー派遣の継続要請
2法人化基本方針に沿った法人内容の検討及び定款の作成
3法人協会の運営に必要な予算の検討と市への支援要望
4令和5年度中の法人設立登記申請

課 　 　 題
❶設立時社員及び設立時役員の就任調整や現協会役員の意向確認
❷法人協会の事務局員及び事務所の確保
❸法人協会の運営に必要な諸経費の洗い出し及び財源の検討

成 　 果
❶法人化に必要な諸手続きや検討すべき課題が明確化され、
全体スケジュールを精査することができた。
❷アドバイザーの助言を踏まえ、協会の法人化基本方針（案）
を作成することができ、令和5年5月に開催した第45回こくぶ
んじ観光まちづくり協会定期総会で可決された。

❸法人化後の円滑で安定した事務執行を見据えた組織の構築
に向けて、設立時社員や設立時役員の人選が具体化された。

実 施 内 容

■第1回　令和5年2月21日（火）
「法人化に向けた検討状況の振り返り」

•	法人化に向けたこれまでの検討状況の振り返り
•	任意団体を一般社団法人化する際の手続やスケジュールに
対する助言

•	法人化基本方針（案）の内容確認

■第2回　令和5年3月23日（木）
「協会の法人化に向けた検討1」

•	定款（案）及び組織体制（案）の説明
•	新旧協会の併存期間の設置検討
•	法人化に係る令和5年度定期総会の議案事項の確認

■第3回　令和5年4月24日（月）
「協会の法人化に向けた検討2」

•	令和5年度定期総会の議案事項「法人化基本方針（案）」に
対する助言

•	法人協会の組織体制の検討
•	設立時社員及び設立時役員の人数について検討

■第4回　令和5年5月22日（月）
「協会の法人化に向けた検討3」

•	法人化基本方針決定に伴う、法人化スケジュールの全体見
直し

•	法人化手続きに必要な書類の確認
•	設立時役員や、定款（案）についての助言

現 状 ・ 課 題

現状
こくぶんじ観光まちづくり協会（以下「協会」と言う。）では、平成30年度から令和2年度の観光まちづくりアドバイザー派遣事業を活用
し、今後の協会のあり方について検討を行ってきた。具体的には新組織検討特別委員会を協会内に設置し、アドバイザー参加のもと、
活動や目的の明確化、組織の名称、会員区分の変更の検討を行い、観光協会の新たな展開に向けた基本方針（案）を作成した。これ
らの変更を踏まえた会則の改正及び基本方針（案）は令和3年度総会において可決され、令和4年4月から「こくぶんじ観光まちづくり協
会」に名称を変更して活動している。また、協会の法人化については新組織検討特別委員会で引き続き検討を進め、令和5年度に協会
の法人化を目指し、法人化に必要な諸手続きの整理や近隣団体のヒアリング等を行った。今後は専門的な知見を有する方から具体的
な助言を受けながら、法人化に向けた諸手続きに着手していきたいと考えている。

課題
❶協会の法人化に向けて、予想される問題の洗い出し
❷法人化に必要な手続や調整事項、スケジュールの具体化
❸事務局体制や事務所位置の検討
❹法人登記に係る手続（定款や規約の作成等）の整理
❺新協会への財産や事業の引継ぎ方法などの検討

こくぶんじ観光まちづくり協会
公益財団法人 公益推進協会　代表理事　福島 達也
国分寺市

こくぶんじ観光まちづくり協会の
法人化に向けた検討
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TOURISM ACTIVATION FORUM TOKYO 2024
● 団体名
● 派遣アドバイザー
● 派遣地域

観光まちづくりアドバイザー派 遣事 業

【
令
和
４
年
度
】

04

04

今後の
展開

▪「多摩市食プロジェクト」の実施

多摩市における来訪、消費、再訪を促す取組として、食をきっかけに観光事業の活性化を図るプロジェクトを開始。
現在はリーディングチームを発足し、多摩市ならではのテーマ設定で取り組み、市内飲食店等との連携や市内外のイベ
ントへの出店を行っている 。

課 　 　 題
❶市内や近隣市の方 に々向けた多摩市の魅力を感じてもらえるような事業企画
❷観光協会の必要性を検討

成 　 果
❶多くの近隣各市で観光協会が設立されており、 今回の講演会
では観光協会の現状（「組織体制」「事業予算の内訳」「実施
事業の種類」）についてのお話をいただき、協議会全体で観
光協会への理解を深めることができた。
❷数多くの参考事例についての「成功例」だけでなく「失敗例」
などもお話しいただいたことにより、協議会全体で今後事業
を企画・実施する際の参考となった。

❸今回の講演会を通して、多摩市観光まちづくり交流協議会が
目指す活動の方向性としては、まずは市内や近隣市にいる
方々に向けて、観光という視点で多摩市の魅力を感じてもら
えるような活動を行い、段階を踏んで対外的に広げていくこ
とが良いという結論に至った。

実 施 内 容

■第1回　令和4年12月23日（金）
「第1回打ち合わせ」

事前に協議会の会員に対し、「現在の多摩市の観光事業全般
に対する課題点」「講演会で取り上げてほしいこと・質問事項」に
ついてアンケートを取っており、その結果を大迫氏にも共有した。
「食に関するプロジェクト」「観光協会の成り立ち・役割」「今後
の多摩市観光まちづくり交流協議会の運営」等について、これま
で大迫氏が携わってきた事業や経験を交えてお話しいただき、
今後協議会として事業を行っていく上でとても参考になった。

■第2回　令和5年1月18日（水）
「第2回打ち合わせ」

役員会にご出席いただき、講演会の内容についてお話しいた
だくことによって、会員が講演会で何を求めているのかを直接
話し合うことができ、当日に向けて内容をブラッシュアップする
ことができた。
また役員からは「事業を実施する上で苦労した点」や「その
苦労を乗り越えるためのヒント」また、「事業を実施する上で陥っ
てはならない注意点」などを盛り込んでほしいという意見が出た
ため、それを反映していただくこととなった。

■第3回　令和5年2月13日（月）
「今後の多摩市観光まちづくり交流協議会で取り組
む活動と参考事例について」

「地域観光協会の現状」として、組織体制、事業予算の内訳、
実施事業の種類を教えていただいた。また観光協会設立の目　
的には産業活性化および定住人口確保の2パターンあり、その
中でも共通の目的として、地域活力を維持・向上させることが
重要で、そのためには観光まちづくり戦略が必要であると教え
ていただいた。
次に「多摩市の観光に関する考え」 として多摩市観光まちづく
り交流協議会の位置づけを再確認した。また具体的にどのよう
な活動を行えばよいのかを「①まちの魅力の掘り起こし」「②観
光コンテンツの提供」「③まちの魅力発信」と3段階に分けて提
案いただいた。
最後に「参考事例」として、これまで大迫氏が関わってきた事
業や、その他参考になる事例を「食・スポーツ・花・夜景・歴史・
地域回遊」とジャンルに分けて、ご紹介いただいた。

現 状 ・ 課 題
多摩市の観光振興及び定住促進並びに地域経済の活性化に寄与することを目的として平成31年に設立した多摩市観光まちづくり交
流協議会はコロナ禍にあってもできる、観光情報発信（「Instagram」「Google マイマップの作成」）や既存のイベントへのタイアップ
事業などを行っているものの、主体的な取組ができていない状況である。令和5年度から新たなスタートを切るため、今まで行ってきた
事業について振り返り、どのようなところに問題点、課題点があるか、近隣市での取組で得た知見を活かし、的確に指摘していただき、
改善に向けたアドバイスをいただきたい。

今後の多摩市観光まちづくり交流協議会で取り組む活動と
参考事例について

多摩市観光まちづくり交流協議会
まちづくりラボ・サルベージ株式会社　代表取締役　大迫 道治
多摩市
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